
熟練技術を要する「段切り」において、情報化施工技術を活用することにより１年目の技術
者が配置可能となっている。これらの技術の活用により、労働市場の裾野を拡げている建設産
業の取組をマスメディアにアピールした事例。

①子供・学生等に対する現場見学会

バックホウの試乗説明状況

学校側と連携し子供達に建設現場における各種の工程を説明し体験させることで「ものづく
り」の魅力を伝えた取組や、インターンシップを積極的に受け入れるなど、新たな担い手の確
保を図った事例。

②女性が働きやすい労働環境の整備

女性技術者の育成を図りつつ、労働環境面においても女性専用の清潔なトイレの整備など女
性の受け入れ体制を図った事例。

③建設産業の転換「経験によらない産業構造の構築」について
マスメディアにアピールした事例

平成２６年度「担い手の育成・確保貢献工事」表彰工事の事例紹介

【Ｈ２５目吹河川防災ステーション整備工事 川村建設（株）、Ｈ２５堤内田堤防強化（上）工事 金杉建設（株）】

【Ｈ２５目吹河川防災ステーション整備工事 川村建設（株）、Ｈ２５上村君堤防強化（上・下）工事 川村建設（株）】

【Ｈ２５川妻宿東堤防強化（上）工事 （株）高橋芝園土木】

インターンシップの受け入れ

女性社員の育成 トイレの設置状況

ＭＣによる段切施工状況 マスメディアの取材状況


